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(57)【要約】
　本発明は、気体をオストミーバッグ内の通気孔へ誘導
する通路、および固体または半液体廃物が前記通路を閉
塞することを防止するために前記通路内に収容された保
護要素を含むオストミー器具用のフィルタに関し、液体
不透過性層（３，４）により形成されたチャンネルまた
はコンパートメントが前記通路の少なくとも一部を形成
し、かつ前記チャンネルまたはコンパートメントの少な
くとも一部は、記憶を備えかつ少なくとも６０ＰＰＩの
孔サイズを有する連続気泡の圧縮可能材料による保護要
素（１，２）を収容し、前記保護要素は前記チャンネル
またはコンパートメント内の気体流と同一方向に延在し
、前記チャンネルまたはコンパートメントは前記オスト
ミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にす
る開口を有し、かつ前記通路は選択的に脱臭フィルタを
介して前記オストミーバッグ内の通気孔（９）へ連結さ
れるもう一つの開口（８）を有する。更に、本発明は、
前記フィルタを含むオストミー器具、およびフィルタを
空にして清掃する方法に関する。



(2) JP 2008-518697 A 2008.6.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気体をオストミーバッグ内の通気孔へ誘導する通路、および固体または半液体が前記通
路を閉塞することを防止するために前記通路内に収容された保護要素を含むオストミー器
具用フィルタにおいて、
　液体不透過性層により形成されたチャンネルまたはコンパートメントが前記通路の少な
くとも一部を形成し、かつ前記チャンネルまたはコンパートメントの少なくとも一部は、
記憶を備えかつ少なくとも６０ＰＰＩの孔サイズを有する連続気泡の圧縮可能材料による
保護要素を収容し、前記保護要素は前記チャンネルまたはコンパートメント内の気体流と
同一方向に延在し、前記チャンネルまたはコンパートメントは前記オストミーバッグの内
部から前記通路へのアクセスを可能にする開口を有し、かつ前記通路は脱臭フィルタを介
して選択的に前記オストミーバッグ内の通気孔へ通じるもう一つの開口を有することを特
徴とするフィルタ。
【請求項２】
　気体をオストミーバッグ内の通気孔へ誘導する通路、および固体または半液体が前記通
路を閉塞することを防止するために前記通路内に収容された保護要素を含むオストミー器
具用フィルタにおいて、
　液体不透過性層により形成されたチャンネルまたはコンパートメントが前記通路の少な
くとも一部を形成し、かつ前記チャンネルまたはコンパートメントの少なくとも一部は記
憶を備えた連続気泡の圧縮可能材料による保護要素を収容し、前記保護要素は前記チャン
ネルまたはコンパートメント内の気体流と同一方向に延在し、前記チャンネルまたはコン
パートメントは前記オストミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする開口
を有し、かつ前記通路は脱臭フィルタの入口開口へ選択的に連結されるもう一つの開口を
有し、それにより前記保護要素を通過した気体が脱臭フィルタへ直接誘導されることを特
徴とするフィルタ。
【請求項３】
　前記連続気泡の圧縮可能材料は少なくとも６０ＰＰＩの孔サイズを有する、請求項２の
フィルタ。
【請求項４】
　前記保護要素を収容する前記チャンネルまたはコンパートメントの少なくとも一部は前
記保護要素から最短通路を形成し、かつ前記最短通路は、前記最短通路に垂直の前記保護
要素の最も狭い断面よりも５０％を越える長さ、または１００％を越える長さである、請
求項１から３のいずれか１のフィルタ。
【請求項５】
　前記保護要素は液体不透過性層により形成されたチャンネル内で長手方向に延在してい
る、請求項１から４のいずれか１のフィルタ。
【請求項６】
　前記保護要素はその保護要素全体にわたって均一孔サイズを有する、請求項１から５の
いずれか１のフィルタ。
【請求項７】
　前記保護要素は徐々に減少する孔サイズを有し、前記孔サイズは前記通路内の通気孔へ
向かって減少している、請求項１から５のいずれか１のフィルタ。
【請求項８】
　前記保護要素は、前記通路内において、記憶を備えかつ６０未満のＰＰＩを有する連続
気泡圧縮可能材料による一つまたはそれ以上の付加的保護要素により先行されている、請
求項１から８のいずれか１のフィルタ。
【請求項９】
　前記付加的保護要素は均一孔サイズを有する、請求項８のフィルタ。
【請求項１０】
　前記付加的保護要素は徐々に小さくなる孔サイズを有し、前記孔サイズは前記通路内で
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前記通気孔の方向に減少している、請求項８のフィルタ。
【請求項１１】
　前記保護要素および前記付加的保護要素は連続設置されかつ相互に対して接触し、また
は前記保護要素および前記付加的保護要素は単一ユニットを形成している、請求項８また
は９のフィルタ。
【請求項１２】
　前記オストミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする前記チャンネルま
たはコンパートメント内の開口の領域は、前記チャンネルまたはコンパートメント内の開
口に最も近い端の保護要素の断面領域に対応する、請求項１から１１のいずれか１のフィ
ルタ。
【請求項１３】
　前記保護要素および／または付加的保護要素の一部は、前記オストミーバッグの内部か
ら前記通路へのアクセスを可能にする前記開口から突出している、請求項１２のフィルタ
。
【請求項１４】
　前記オストミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする少なくとも前記開
口は、有孔フォイルまたは不織材により被覆されている、請求項１から１３のいずれか１
のフィルタ。
【請求項１５】
　前記保護要素はフォーム、ポリエステルまたはポリエーテルベースのポリウレタンから
選択された適宜フォームである、請求項１から１４のいずれか１のフィルタ。
【請求項１６】
　前記フィルタは一層形態の脱臭フィルタを含む層状構造であり、前記保護要素は脱臭フ
ィルタの頂上に第二層として液体不透過性層、そして選択的に第三層として有孔フォイル
に包囲され、これらの層は層の周辺に沿って相互に対して封止されている、請求項２から
１５のいずれか１のフィルタ。
【請求項１７】
　液体不透過性層に包囲された前記保護要素および前記脱臭フィルタは、長手方向に延在
する構造で相互に対して連続的に設置されている、請求項２から１５のいずれか１のフィ
ルタ。
【請求項１８】
　前記オストミーバッグの通気孔へ直接的または間接的に連結された請求項１から１７の
いずれか１のフィルタを含むオストミー器具。
【請求項１９】
　前記フィルタは前記オストミーバッグ内に設置されかつ前記オストミーバッグの周縁に
溶接されかつ／または前記オストミーバッグの上部における適宜壁に溶接されている、請
求項１８のオストミー器具。
【請求項２０】
　前記フィルタは前記オストミーバッグの二つの壁に溶接、または前記オストミーバッグ
の二つの壁を、前記オストミーバッグの縁に近い位置で、相互に対して溶接することによ
り形成されたポケットもしくはチャンネルへ設置もしくは溶接されている、請求項１９の
オストミー器具。
【請求項２１】
　前記保護要素を収容する液体不透過性層により形成された通路の一部上に圧力を加え、
かつ
　前記保護要素内または前記保護要素の近傍に収容された固体または半液体廃物を圧搾ま
たは押圧して前記保護要素を収容するチャンネルまたはコンパートメントから気体流と方
向と反対方向へ排出することを含む請求項１から２０のいずれか１のフィルタを清掃する
方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用時に清掃できるフィルタ、かかるフィルタを備えたオストミー器具、お
よびそのフィルタを清掃する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、結腸フィステル形成または回腸フィステル形成患者から身体廃物を受けるた
めのオストミー器具、特にオストミーバッグ内に収集された放屁の疾患臭（malodour）を
、ガスが環境へ放出される前に、除去するオストミーバッグに連結して使用されるフィル
タに関する。
【０００３】
　多くの刊行物がかかるフィルタ、そしてフィルタを閉塞しかつフィルタを機能不全にす
る固体または半液体廃物に関する問題を記載している。かかるフィルタを液体および固体
の身体廃物から防護する方法が同様に記載されている。かかる方法は孔質保護フィルムに
よりかつフォームによりフィルタの入口開口を被覆することを含む。
【０００４】
　そこで、ＥＰ６０７０２８は、廃物収集室を形成する可撓性プラスチックシート材から
形成されたバッグを含む身体廃物保持用オストミーバッグを開示する。このバッグはバッ
グの上端部近くに気体出口を有する。脱臭フィルタは、気体廃物がバッグの気体出口から
脱出する前に気体廃物を脱臭するために気体出口手段と整合する状態でバッグに連結され
る。脱臭フィルタが半液体廃物と接触しないように、また気体廃物の流動を可能にするた
め、更に半液体廃物の流動を阻止するための手段がバッグに設けられ、かかる防禦手段は
脱臭フィルタに先行して孔質保護フィルムを含み、かつ更に孔質保護フィルムに先行して
連続気泡フォーム材を含み、そのようにして気体廃物は連続気泡フォーム材を通過し、か
つその後、フィルタを通過する前に孔質保護フィルムを通過する。このようにして、脱臭
要素を半液体廃物による汚染から保護する多段階フィルタシステムが提供される。
【０００５】
　ＵＳ特許６１３５９７６は、可撓性材料による前壁および後壁を有するオストミー器具
を開示する。前壁および後壁のいずれか一つはガスをバッグから逃がす一つまたはそれ以
上の通気孔を有する。この特許は、通気孔を覆うフィルタを開示し、このフィルタは、気
体透過性壁と液体透過性壁間に介在する孔質フィルタの細長い実質的フラットなフィルタ
本体を含み、気体透過性壁および液体透過性壁は長手縁に沿ってフィルタ本体に封止され
ている。気体入口および出口開口は長手フィルタの隣接端でフィルタ材により連通する。
気体不透過性壁および液体不透過性返はフィルタ本体の上下面に封止される。使用時に、
気体はフィルタを介して入口開口から出口開口へ長手方向に流れる。入口開口は微孔質疎
水性かつ疎油性膜に被覆され、かつフォーム材が、前記膜に先行し通気孔の入口開口を被
覆するように設けられる。
【０００６】
　上記フィルタは改良された耐湿性を有しおよび脱臭フィルタの閉塞を防止する。しかし
、改良されたとしても、かかるフィルタはその中に堆積する糞便により閉塞され、患者に
不便と不快を与える。
【０００７】
　上記刊行物に記載のフィルタは、概ね、固体または半液体廃物の保護要素フォームへの
侵入を阻止するフォイル内の僅かな小さい開口への気体のアクセスを可能にするフォイル
により被覆された保護要素フォームの使用を記載している。従って、身体廃物がかかる保
護要素フォームへ侵入して気体の通路を閉塞した場合には、保護要素フォームへのアクセ
スが制限されることにより廃物の清掃は困難になる。
【０００８】
　上述の刊行物はいずれもオストミー器具用フィルタのその場所での清掃を開示または示
唆していない。
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【０００９】
【特許文献１】ＥＰ６０７０２８
【特許文献１】ＵＳＰ６１３５９７６
【発明の開示】
【００１０】
　［発明の概要］
　本発明は、気体をオストミーバッグ内の通気孔へ誘導する通路、および固体または半液
体が前記通路を閉塞することを防止するために前記通路内に収容された保護要素を含むオ
ストミー器具用フィルタに関し、液体不透過性層により形成されたチャンネルまたはコン
パートメントが前記通路の少なくとも一部を形成し、かつ前記チャンネルまたはコンパー
トメントの少なくとも一部は、記憶を備えかつ少なくとも６０ＰＰＩの孔サイズを有する
連続気泡の圧縮可能材料による保護要素を収容し、前記保護要素は前記チャンネルまたは
コンパートメント内の気体流と同一方向に延在し、前記チャンネルまたはコンパートメン
トは前記オストミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする開口を有し、か
つ前記通路は選択的に脱臭フィルタを介して前記オストミーバッグ内の通気孔へ連結され
るもう一つの開口を有する。
【００１１】
　他の実施形態において、本発明は、気体をオストミーバッグ内の通気孔へ誘導する通路
、および固体または半液体が前記通路を閉塞することを防止するために前記通路内に収容
された保護要素を含むオストミー器具用フィルタに関し、液体不透過性層により形成され
たチャンネルまたはコンパートメントが前記通路の少なくとも一部を形成し、かつ前記チ
ャンネルまたはコンパートメントの少なくとも一部は記憶を備えた連続気泡の圧縮可能材
料による保護要素を収容し、前記保護要素は前記チャンネルまたはコンパートメント内の
気体流と同一方向に延在し、前記チャンネルまたはコンパートメントは前記オストミーバ
ッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする開口を有し、かつ前記通路は脱臭フィ
ルタの入口開口へ直接的に連結されるもう一つの開口を有し、それにより前記保護要素を
通過した気体が脱臭フィルタへ直接誘導される。
【００１２】
　他の特徴として、本発明は上述のフィルタを含むオストミー器具、および前記フィルタ
を空にして清掃する方法に関する。
【００１３】
　本発明によるフィルタは、記憶を備えかつ非常に小さい孔サイズ、好適には６０ＰＰＩ
（孔／インチ）を越える孔サイズを有する連続気泡の圧縮可能材料による保護要素を含む
。
【００１４】
　本発明による保護要素の使用により、脱臭フィルタの入口開口を被覆する膜、孔、また
は有孔フィルムは不必要であることが知見されている。
【００１５】
　更に、気体流の方向に延在する保護要素を有しかつ非常に小さい孔サイズを有するフィ
ルタはその場所で清掃できる。
【００１６】
　本発明によるフィルタは、保護要素を収容するチャンネルまたはコンパートメント内に
比較的大きい開口を有し、この比較的大きい開口は、固体または半液体廃物を圧搾して保
護要素から排出させることにより保護要素の現場での清掃を可能にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　種々のフォーム要素または孔質膜により保護されたフィルタを有するオストミーバッグ
の使用時に、フィルタはフォーム（foam）材へ侵入しかつ／または脱臭フィルタの気体入
口開口を保護するために設置された膜と接触する固体または半液体廃物により閉塞される
。上述既知フィルタは、通路内の保護要素へのアクセスを最小限にするように設計され、
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かつそれにより保護要素の閉塞の危険を減少する。他方、狭い通路は、廃物が一旦保護要
素へ侵入しかつフィルタを閉塞すると、その除去を複雑にする。
【００１８】
　本発明は使用時に現場で清掃できるオストミー器具用フィルタに関する。
【００１９】
　本発明によれば、空になりかつ現場で清掃できるフィルタは、気体状廃物の通路を設け
ることにより提供される。前記通路は一端で開放し、かつ他端でオストミーバッグ内の脱
臭フィルタの気体入口開口および／または通気孔に連結される。この通路は、通路内で気
体流の方向に延在する保護要素で充填される。好適には、保護要素はフォームであり、通
路の少なくとも一部を画定するチャンネルまたはコンパートメントを形成する液体不透過
性層間に包囲されている。コンパートメント、チャンネルおよび通路は、いずれかの端に
少なくとも一つの開口を有し、かつさまざまな形態または形状を有していてよい。好適に
は、コンパートメント、チャンネルおよび通路はいずれかの端に開口を有する。
【００２０】
　気体用通路は、気体不透過性、または気体および液体不透過性層により形成される。
【００２１】
　本発明による保護要素に使用される材料は、特に小さい孔サイズを有する記憶を備えた
連続気泡圧縮可能材料である。
【００２２】
　記憶を備えた連続気泡圧縮可能材料は、少なくとも気体の通過を可能にする相互に連結
された孔および／またはキャビティを有する材料であることを意味し、かつこの材料は、
好適であれば、孔およびキャビティが消える程度まで圧縮されてよいが、圧力が材料から
除去されたならば孔および／またはキャビティを有する初期構造に実質的に戻る（即ち、
この材料は記憶を有する）。
【００２３】
　記憶を備えたかかる連続気泡圧縮可能材料は種々のフォーム材、繊維材料による織布お
よび不織布、例えばポリマー繊維、または金属繊維等、圧縮可能かつ記憶を備えた球形を
形成するのに適した複数の弾性体で構成された材料から選択されてよい。
【００２４】
　本発明の好適実施形態によれば、記憶を備えた連続気泡圧縮可能材料はフォームである
。適宜フォームが、ポリスチレン、ポリ塩化ビニール、ポリエチレン、ポリウレタン、ポ
リフェノール、ポリエステルおよびシリコーン、またはポリイソシアネートフォーム、例
えばポリエステルまたはポリエーテルベースのポリウレタンフォームから選択できる。
【００２５】
　通路内での低孔サイズの材料の使用は、永久的ではない通路の閉塞を確実にする効果的
ストッパを提供する。
【００２６】
　本発明の好適実施形態によれば、保護要素に使用される材料は、少なくとも８０ＰＰＩ
の孔サイズを有する材料であり、適宜６０から１２０ＰＰＩ間の孔サイズ、更に好適には
、６０から１５０ＰＰＩまでの間の孔サイズ、更に好適には８０から１００ＰＰＩの範囲
の孔サイズを有する。
【００２７】
　ＰＰＩは一インチ当たりの孔数を意味し、孔間の壁の数を計算することにより測定され
、材料の表面上で直線を通るときの一インチを通る数である。
【００２８】
　小さい孔サイズを有する保護要素は、保護要素全体にわたって均一孔サイズを有してい
てよい。選択的に、保護要素は、通路内の保護要素の一端から他端へ向かって徐々に小さ
くなる孔サイズを有し、孔サイズは通路を通過する気体の方向と同一方向へ向けて減少す
る。
【００２９】
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　保護要素は、特に保護要素は相対的に大きい孔サイズを有する付加的保護要素により通
路内で先行されてよい。付加的保護要素は、適宜、小さい孔サイズを有する保護要素と連
続的に設置されかつ直接接触して設置されてよく、そのようにして気体および他の廃物は
、小さい孔サイズを有する保護要素を通過する前に、最大の孔サイズを有する保護要素を
通過する。
【００３０】
　付加的保護要素は、更に、記憶を備えかつ６０未満のＰＰＩを有する連続気泡圧縮可能
材料により構成される。
【００３１】
　適宜、相対的に大きい孔サイズを有する付加的保護要素は２０から６０の範囲内のＰＰ
Ｉ（一インチ当たりの孔数）孔サイズを有し、好適ＰＰＩは約４０である。
【００３２】
　各付加的保護要素は、均一孔サイズを有するか、または付加的保護要素の一端から他端
へ向かって徐々に減少する孔サイズを有し、この場合孔サイズは気体流の方向と同一方向
へ減少している。
【００３３】
　本発明の一実施形態によれば、保護要素および付加的保護要素は、連続気泡圧縮可能材
料の単一片から形成され、例えば徐々に減少する孔サイズを有する材料、８０を越える孔
サイズを有する部は小さい孔サイズを有する保護要素であり、かつ８０未満のＰＰＩを有
する部は「付加的保護要素」である。他の実施形態において、保護要素は記憶を備えた二
つまたはそれ以上の連続気泡圧縮可能材料片により構成され、相互に対して連続的に設置
され、かつプレス、溶接、接着、または他の方法により通路内で一緒に保持される。
【００３４】
　徐々に減少する孔サイズを有する保護要素は、通路内で保護要素を圧搾することにより
達成でき、例えばチャンネルまたはコンパートメントの全長において同一体積の保護要素
を使用することにより達成できるが、気体流の方向において相対的に狭くなるように保護
要素を収容するチャンネルまたはコンパートメントを構成する。選択的に、相対的に大き
い体積の保護要素は他端と比較してチャンネルまたはコンパートメントの一端に使用され
る。
【００３５】
　異なる孔サイズを有する材料を達成する他の方法は、保護要素を、または保護要素の一
部を孔サイズの減少する材料により塗布もしくは充填することであり、または材料または
材料の一部内の孔を選択的に拡大または創出することである。本発明のこれらの実施形態
によれば、保護要素および任意の付加的保護要素は単一ユニットとして形成されてよく、
単一ユニットは一端に８０ＰＰＯを越える孔サイズを有しかつ他端に８０ＰＰＩ未満の孔
サイズを有する要素を得るために処理される。
【００３６】
　保護要素および付加的保護要素は同一タイプの材料から形成される必要はない。従って
、保護要素の一方はフォームであり、他方の保護要素は繊維材料であってよい。しかし、
適当であれば、両タイプの保護要素がフォーム材である。
【００３７】
　チャンネルまたはコンパートメント内の「最短通路」の用語は、保護要素がコンパート
メントまたはチャンネル内に存在しない「仮説」状況において、保護要素で充填されるチ
ャンネルまたはコンパートメントへの最短通路を意味する。
【００３８】
　本発明によれば、チャンネルまたはコンパートメントの保護要素を充填する部分は、気
体流と同一方向においてチャンネルまたはコンパートメント内で長手方向に延在する最短
通路を形成する。好適には、この保護要素はチャンネル内で長手方向に延在する。
【００３９】
　保護要素の寸法、およびそれにより液体不透過性層により形成されるチャンネルまたは
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コンパートメントは、保護要素への最短通路が、上述の最短通路に対して垂直の最狭断面
よりも好適には５０％を越える長さ、または最も好適には１００％を越える長さである。
【００４０】
　保護要素および付加的保護要素は、固体または半液体廃物が保護要素をバイパスするの
を防止するために、チャンネルまたはコンパートメントの壁に密に嵌合することが重要で
ある。このことは、液体不透過性により形成されたチャンネルまたはコンパートメントに
適合する体積または僅かに大きい体積を有する保護要素の使用により達成できる。保護要
素は、接着、積層、溶接または他の任意適宜方法によりチャンネルまたはコンパートメン
トを形成する液体不透過性層に取り付けられる。
【００４１】
　フォーム要素を閉塞する糞便は圧力、例えば指を使用して手動圧力を液体不透過性層に
より形成されかつ保護要素を収容する気体通路部分へ加え、かつ保護要素を閉塞している
固体または半液体廃物を液体不透過性層により形成された気体通路から圧搾して排出する
が、適当であれば、気体流の方向と反対方向へは必要ない。糞便が一旦保護要素から除去
されたならば、保護要素は事実上または少なくとも部分的に初期体積および孔構造に戻り
、気体の保護要素への通過を可能にする。本発明によれば、オストミー患者はフィルタを
容易かつ必要に応じて清掃できる。
【００４２】
　「現場で清掃」の意味は、フィルタのいずれかの部品または要素をその設置場所から除
去することなく清掃できることを意味する。清掃は、典型的には、関連するフィルタ部品
または要素、例えば、保護要素に圧力を簡単に加えることにより行われる。
【００４３】
　本発明の一実施形態において、フィルタを清掃するためにユーザがプレスしなければな
らない領域が対応して移動するように保護要素は脱臭要素に対して移動可能である。この
移動は、フィルタを清掃するためにユーザがプレスしなければならない領域を、ユーザに
有利な位置、例えばユーザが使用し易くかつ/またはアクセスし易い位置への設置を可能
にする利点を提供する。保護要素と脱臭要素との相対的移動は、当業者に既知の種々の方
法で行い得る。
【００４４】
　保護要素を収容するチャンネルまたはコンパートメントにおける開口は、オストミーバ
ッグの内部から通路へのアクセスを可能にする開口の方向に保護要素を圧搾することによ
り保護要素へ侵入した粒子および半液体の保護要素からの除去を可能にすることのできる
十分に大きいものであることが重要である。
【００４５】
　保護要素を閉塞する物質の効率的除去を達成するために、オストミーバッグの内部から
通路へのアクセスを可能にするチャンネルまたはコンパートメント内の開口の領域は、好
適には、チャンネルまたはコンパートメント内の開口に最も近い端における事実上未圧縮
形態で保護要素の断面領域に対応する。
【００４６】
　本発明の一実施形態において、保護要素の一部および/または付加的保護要素は、オス
トミーバッグの内部から通路へのアクセスを可能にする開口の外へ突出している。
【００４７】
　本発明の一実施形態によれば、オストミーバッグの内部から通路へのアクセスを可能に
する開口は有孔フォイルにより被覆されている。
【００４８】
　有孔フォイルまたは織布または不織布は適宜ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、ポリプロ
ピレン、ＰＶＤＣ、ＥＶＡ（エチレンビニルアセテート）、ポリエステルまたは他のポリ
マー材を基礎とする。
【００４９】
　有孔フォイル内の孔サイズは直径が３μｍから２ｍｍの範囲、適宜１０μｍから５００
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μｍの範囲内である。
【００５０】
　有孔フォイルまたは不織布内の種々の孔により、有孔フォイルまたは不織布により提供
されるバリアと交差しかつ保護要素へ侵入する固体または半液体廃物は、容易に除去され
る。
【００５１】
　本発明により使用される液体不透過性層および気液不透過性層はポリエチレン、ＥＶＡ
または他の適宜ポリマー材によるフォイルから適宜形成される。
【００５２】
　液体不透過性層および気液不透過性層は一緒に溶接されていてよい。
【００５３】
　本発明によるフィルタを構成する種々の方法が考えられ得る。
【００５４】
　本発明の特定形態によれば、保護要素は、異なる孔サイズを有するフォームによる二つ
の矩形片で構成され、相互に対して連続的に設置される。本発明のこの形態によれば、フ
ォーム要素は事実上フラットなフォーム層であり、フォームによる二つの片は共に幅およ
び厚みが少なくとも二重になっている。代表例として、異なる孔サイズを有する二つの領
域を有する矩形フォーム要素の寸法は、１０－８０ｍｍ長、３－２０ｍｍ幅、および１－
５ｍｍ厚である。好適には、異なる孔サイズを有する二つの領域を有する矩形フォーム要
素の寸法は、３ｍｍｘ８ｍｍｘ４０ｍｍである。
【００５５】
　本発明のこの実施形態によれば、フォームによる矩形片はチャンネルのいずれかの端に
開口を有する液体不透過性層により形成されたチャンネル内に収容される。最も小さい孔
サイズを有するフォーム要素に最も近いチャンネルの端の開口は、同時に、脱臭フィルタ
への入口開口または通気孔であってよい。脱臭フィルタはフォーム保護要素と連続的に設
置されるかまたはフォーム要素の下または上の層として設置されてよい。複数の異なる形
態が図１に示されている。
【００５６】
　この形態によれば、液体不透過性層と脱臭フィルタとの間の保護要素は事実上フラット
構造であるが、保護要素および／または脱臭フィルタは液体不透過性層により形成された
チャンネル内のロッドの形態であってよい。
【００５７】
　本発明の更に簡単な他の実施形態によれば、フォーム要素は、小さい孔サイズ、適宜６
０ＰＰＩを越える孔サイズを有する単一の矩形フォーム要素で構成され、幅広く、幅に応
じた高さを有する。フォーム要素は二つの液体不透過性層間に積層され、両端に開口を有
するチャンネルを形成する。チャンネルは脱臭フィルタの上に積層もしくは溶接され、ま
たは脱臭フィルタに連続して設置されてよい。本発明のこの実施形態は図４に示されてい
る。
【００５８】
　当然ながら、各矩形保護要素はフォーム要素である必要はないが、適宜孔サイズを有す
る記憶を備えた任意他の連続気泡圧縮可能材料から形成された保護要素であってよい。
【００５９】
　本発明の他の実施形態によれば、保護要素は、保護材料による二つまたはそれ以上の事
実上フラットな同心リングの形態を有し、リングにより形成される円の中心における孔の
最も近くに設置された最も小さい孔サイズを有する保護要素を有する。この形態によれば
、中央に孔を有するまたは有しない円形保護要素は、液体不透過性層、適宜円形液体不透
過性層により被覆された面の一つの少なくとも一部を有し、かつ保護要素の反対面は事実
上同一形状を有しかつ孔を有する液体不透過性層で被覆されている。これらの液体不透過
性層はコンパートメントを形成し、コンパートメントにおいて気体は保護要素の同心リン
グを介しかつ液体不透過性層内の孔を介して液体不透過性層間に誘導され、かつその後に
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脱臭フィルタまたはオストミーバッグ内の通気孔へ誘導される。図２は、保護要素を収容
する通路に溶接されたフラットリングの形態の構造を有し、それによりフラットコンパク
ト構造を形成する脱臭フィルタを有する本発明の形態を示す。
【００６０】
　気体がフラット保護要素の中央の孔へ誘導される本発明の形態によるフラット構造は、
円形である必要はなく、楕円形、矩形等の他の任意適宜形状を有してよい。
【００６１】
　脱臭フィルタまたは通気孔へフラット構造の中央の孔から気体を誘導する通路の形態お
よび形状は気体の通路を形成できれば特に重要でない。図２は脱臭フィルタへの気体の通
路を形成する一方法を示す。
【００６２】
　本発明により使用される脱臭フィルタは当分野に知られた任意適宜脱臭フィルタであっ
てよい。適当な脱臭剤は連続気泡フォームに含浸された活性炭である。この活性フィルタ
は２０－６０ｍｍ長、５－１０ｍｍ幅、および２－５ｍｍ高さの矩形フラット要素、また
は２０－４０ｍｍ直径および２－５ｍｍ厚を有する円形ディスクとして適宜形成される。
一実施形態において、脱臭フィルタはオストミーバッグの上部の輪郭に適合する細長い構
造を有する。
【００６３】
　本発明の一実施形態によれば、液体不透過性層に包囲された保護要素を有する通路、お
よび脱臭フィルタは、一層の形態の脱臭フィルタ、および第二層として液体不透過性層に
包囲された保護要素、および第三層として有孔フォイルを選択的に含む層状構造を形成し
、全層は選択的にその層の周辺に沿って相互に封止される。本発明のこの形態によれば、
全層は適宜同一領域および形状を有する。
【００６４】
　本発明は、更に、上述のフィルタを含むオストミー器具に関する。
【００６５】
　本発明のフィルタの清掃時の膨張を阻止するために、フィルタはオストミー器具の縁の
近くに設置され、好適にはオストミーバッグの縁および／または壁、好適にはオストミー
バッグの上部に適宜溶接される。
【００６６】
　本発明の実施形態によれば、フィルタはオストミーバッグ内に位置決めされ、かつオス
トミーバッグの周縁、および／またはオストミーバッグの壁、好適にはオストミーバッグ
の上部に溶接される。
【００６７】
　適当であれば、フィルタはオストミーバッグの両壁へ溶接されるか、またはオストミー
バッグの両壁をオストミーバッグの縁に近い位置で相互に溶接することにより形成された
ポケットまたはチャンネルへ設置または溶接される。
【００６８】
　選択的に、フィルタはオストミーバッグの縁に形成されたポケット内に設置されてよい
。図９は本発明のこの実施形態を示す。
【００６９】
　本発明によれば、オストミーバッグの気体出口または通気孔は、有孔フィルムまたは膜
により被覆されてよい。
【００７０】
　図面に関し、
　図１は本発明の好適実施形態による事実上フラットな矩形フィルタを示す。フィルタは
相互に連続的に設置されたフォームによる二つの矩形片（１，２）を含む。フォーム要素
（１）は小さい孔サイズを有し、かつフォーム要素（２）は大きい孔サイズを有する。二
つのフォームは二つの液体不透過性層（３，４）により形成されたチャンネル内に設置さ
れ、かつ気液不透過性層が、脱臭剤（例えば活性炭）を含有する孔質材（７）への気体入
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口開口（８）を有する。液体不透過性層の溶接は、フォイル（３，４）が二片のフォーム
に密接に適合し、チャンネル内に液体廃物のバイパスを可能にしないように形成される。
好適には、フォーム要素は、液体不透過性層（３，４）により形成されたチャンネルの側
壁に接着または溶接される。最も大きい孔サイズを有するフォーム要素（２）の一部はチ
ャンネルから外へ延在する。この図において、フォームおよび液体不透過性層（３）は、
気液不透過性層に封止（６）された有孔フォイル（５）により被覆されている。この図に
おいて、出口開口（９）は膜、例えば有孔フォイルにより被覆される。
【００７１】
　図２は、フィルタが円形の事実上フラットな構造である本発明の他の実施形態を示す。
フィルタは、気体の通路を形成する液体不透過性層（３，４ａ）により形成されたチャン
ネルへ適合する異なる孔サイズを有する二つの同心フォーム（１，２）を含み、気体は大
きい孔サイズを有するフォーム要素（２）から小さい孔サイズを有するフォーム要素（１
）へ、かつフォーム要素の中央の孔を介して脱臭フィルタの上に溶接（６）された脱臭フ
ィルタの気体入口開口へ流れる。脱臭フィルタは円形でありかつフォーム層として同一中
心を有する。有孔層（５）は液体不透過性層（４ａ）に、適宜周辺に沿って溶接により封
止される。この図において、出口開口（９）は膜、例えば有孔フォイルにより被覆される
。
【００７２】
　図３ａは、脱臭要素（７）および出口開口（９）の位置を示す図２のフィルタの底面図
を示す。
【００７３】
　図３ｂは、異なる孔サイズ（１，２）、液体不透過性層（３）、および溶接（６）領域
を有する二つの同心フォーム層の位置を示す図２のフィルタの上面図である。
【００７４】
　図４は、本発明の他の実施形態を示し、この形態において、矩形フォーム要素（１）は
、幅の少なくとも二倍の長さでありかつ少なくとも高さと同一幅を有する小さい孔サイズ
を有する。フォーム要素は、両端に開口を有するチャンネルを形成する二つの液体不透過
性フォイル間に設置または積層され、一端は内部、例えばオストミーバッグのポケット部
に連結され、かつ他端は脱臭フィルタ（７）の入口開口を介してフィルタ本体へ連結され
る。チャンネルはフォームのまわりに密に適合する。この図において、出口開口（９）は
膜、例えば有孔フォイルにより被覆される。フィルタはオストミーバッグの壁（１０）に
溶接されている。
【００７５】
　図５、６および７は、本発明による他のフィルタを示し、小さい孔サイズを有するフォ
ーム（１）、大きい孔サイズを有するフォーム（２）、および脱臭要素（７）の位置を示
す。
【００７６】
　図８ａおよび８ｂは、フォーム要素（１）が矩形脱臭要素（７）の一端へ他端よりも相
対的に接近して設置されるようにフォーム要素（１）が脱臭要素（７）に対して変位した
本発明の実施形態を示す。
【００７７】
　図９はオストミーバッグ内の上縁の本発明によるフィルタの位置を示す。この図におい
て、本発明による矩形の湾曲したフィルタ（１）がオストミーバッグの両壁およびオスト
ミーバッグの縁へフィルタを溶接することにより形成されたポケットへ溶接されている。
この図において、出口開口（９）は膜、例えば有孔フォイルにより被覆される。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】フラットに長手方向に延在する形状の本発明によるフィルタ、および層状構造を
形成する脱臭フィルタを組み合わせた同一フィルタを示す。
【図２】フラットで実質的円形またはリング形状を有する本発明によるフィルタ、および
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層状構造を形成する脱臭フィルタを組み合わせた同一フィルタの断面図を示す。
【図３】ａは図２のフィルタの底面図を示し、ｂは図２のフィルタの上面図を示す。
【図４】本発明による非常に簡単、低コストのフィルタ、および層状構造を形成する脱臭
フィルタを組み合わせた同一フィルタを示す。
【図５】本発明によるフィルタの他の実施形態を示す。
【図６】本発明によるフィルタの他の実施形態を示す。
【図７】本発明によるフィルタの他の実施形態を示す。
【図８】ａは本発明によるフィルタの他の実施形態の上面図を示し、ｂはａのフィルタの
断面図を示す。
【図９】オストミーバッグ内の本発明によるフィルタの位置を示す。

【図１】 【図２】
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【図３ａ】 【図３ｂ】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】 【図８ａ】

【図８ｂ】

【図９】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年1月26日(2007.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気体をオストミーバッグ内の通気孔へ誘導する通路、および固体または半液体廃物が前
記通路を閉塞することを防止するために前記通路内に収容された保護要素を含み、液体不
透過性層により形成されたチャンネルまたはコンパートメントが前記通路の少なくとも一
部を形成し、かつ前記チャンネルまたはコンパートメントの少なくとも一部が保護要素を
収容し、前記保護要素が前記チャンネルまたはコンパートメント内の気体流と同一方向に
延在し、前記チャンネルまたはコンパートメントが前記オストミーバッグの内部から前記
通路へのアクセスを可能にする開口を有し、かつ前記通路が、選択により脱臭フィルタを
介して、前記オストミーバッグ内の通気孔へ連結されるもう一つの開口を有するオストミ
ー器具用フィルタにおいて、
　前記保護要素は、記憶を備えかつ少なくとも６０ＰＰＩの孔サイズを有する連続気泡の
圧縮可能材料により形成されていることを特徴とするフィルタ。
【請求項２】
　前記保護要素で充填された前記チャンネルまたはコンパートメントの少なくとも一部は
、前記チャンネルまたはコンパートメント内で気体流と同一方向において長手方向に延在
する最短通路を形成している、請求項１のフィルタ。
【請求項３】
　前記通路は脱臭フィルタの入口開口へ直接的に連結されたもう一つの開口を有し、それ
により前記保護要素を通過した気体が脱臭フィルタへ直接通じる、請求項１または２のフ
ィルタ。
【請求項４】
　前記最短通路は、前記最短通路に対して垂直の前記保護要素の最も狭い断面よりも５０
％を越える長さ、または１００％を越える長さである、請求項１から３のいずれか１のフ
ィルタ。
【請求項５】
　前記保護要素は液体不透過性層により形成されたチャンネル内で長手方向に延在してい
る、請求項１から４のいずれか１のフィルタ。
【請求項６】
　前記保護要素はその保護要素全体にわたって均一孔サイズを有する、請求項１から５の
いずれか１のフィルタ。
【請求項７】
　前記保護要素は徐々に減少する孔サイズを有し、前記孔サイズは前記通路内の通気孔へ
向かって減少している、請求項１から５のいずれか１のフィルタ。
【請求項８】
　前記保護要素は、前記通路内において、記憶を備えかつ６０未満のＰＰＩを有する連続
気泡圧縮可能材料による一つまたはそれ以上の付加的保護要素に先行して位置決めされて
いる？、請求項１から８のいずれか１のフィルタ。
【請求項９】
　前記付加的保護要素は均一孔サイズを有する、請求項８のフィルタ。
【請求項１０】
　前記付加的保護要素は徐々に小さくなる孔サイズを有し、前記孔サイズは前記通路内で
前記通気孔の方向に減少している、請求項８のフィルタ。
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【請求項１１】
　前記保護要素および前記付加的保護要素は連続的に設置されかつ相互に対して接触し、
または前記保護要素および前記付加的保護要素は単一ユニットを形成している、請求項８
または９のフィルタ。
【請求項１２】
　前記オストミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする前記チャンネルま
たはコンパートメント内の開口の領域は、前記チャンネルまたはコンパートメント内の開
口に最も近い端の保護要素の断面領域に対応する、請求項１から１１のいずれか１のフィ
ルタ。
【請求項１３】
　前記保護要素および／または付加的保護要素の一部は、前記オストミーバッグの内部か
ら前記通路へのアクセスを可能にする前記開口から突出している、請求項１２のフィルタ
。
【請求項１４】
　前記オストミーバッグの内部から前記通路へのアクセスを可能にする少なくとも前記開
口は、有孔フォイルまたは不織材により被覆されている、請求項１から１３のいずれか１
のフィルタ。
【請求項１５】
　前記保護要素はフォーム、ポリエステルまたはポリエーテルベースのポリウレタンから
選択された適宜フォームである、請求項１から１４のいずれか１のフィルタ。
【請求項１６】
　前記フィルタは一層形態の脱臭フィルタを含む層状構造であり、前記保護要素は脱臭フ
ィルタの頂上に第二層として液体不透過性層、そして選択的に第三層として有孔フォイル
に包囲され、これらの層は層の周辺に沿って相互に対して封止されている、請求項３から
１５のいずれか１のフィルタ。
【請求項１７】
　液体不透過性層に包囲された前記保護要素および前記脱臭フィルタは、長手方向に延在
する構造で相互に対して連続的に設置されている、請求項３から１５のいずれか１のフィ
ルタ。
【請求項１８】
　前記オストミーバッグの通気孔へ直接的または間接的に連結された請求項１から１７の
いずれか１のフィルタを含むオストミー器具。
【請求項１９】
　前記フィルタは前記オストミーバッグ内に設置されかつ前記オストミーバッグの周縁に
溶接されかつ／または前記オストミーバッグの上部における適宜壁に溶接されている、請
求項１８のオストミー器具。
【請求項２０】
　前記フィルタは前記オストミーバッグの二つの壁に溶接、または前記オストミーバッグ
の縁に近い位置で前記オストミーバッグの二つの壁を相互に対して溶接することにより形
成されたポケットもしくはチャンネルへ設置もしくは溶接されている、請求項１９のオス
トミー器具。
【請求項２１】
　前記保護要素を収容する液体不透過性層により形成された通路の一部上に圧力を加え、
かつ
　前記保護要素内または前記保護要素の近傍に収容された固体または半液体廃物を圧搾ま
たは押圧して前記保護要素を収容するチャンネルまたはコンパートメントから気体流と方
向と反対方向へ排出することを含む請求項１から２０のいずれか１のフィルタを清掃する
方法。
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